
付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名 玖珠町

実 施 場 所 大分県玖珠郡玖珠町大字岩室

補 助 事 業 の 目 的

補助事業の始期及び終期

23年度 24年度 計

円 円 円 円 円 円

10,184,000 29,497,000 39,681,000

交付金額 10,184,000 29,497,000 39,681,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

日出生台演習場関連公共用施設(交通施設:田代線)整備事業

　町道田代線の地域住民より、幅員が狭隘により車両同士の離合が困難
なことから、道路幅員を拡幅してほしいとの要望があり、当町において
検討を行い早急な拡幅を実施する必要があると判断し、改良舗装工事を
実施するものである。
　本事業は平成２３年度より改良工事を実施し、一部完了箇所の舗装工
事、また、残区間の改良舗装工事を実施したもの。
　調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基盤の
整備を図るとともに、日出生台演習場の安定的使用に寄与されるもので
ある。

舗装工事　　　延長L= 77.0m、幅員W=5.0m(平成24年度)
改良舗装工事　延長L=120.0m、幅員W=5.0m(平成24年度)

平成23年度から平成24年度

　道路幅員が拡幅されたことから、地域住民より「以前より離合が容易
になった」との意見が多く寄せられた。したがって、これら交通施設の
改善がなされたことで、地域住民の生活環境の改善に一定の寄与するこ
とができた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　無

補 助 事 業 の 内 容

改良工事　　　延長L= 73.0m、幅員W=5.0m、補償一式（平成23年度）



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度 計

円 円 円 円 円 円

3,916,000 3,916,000

交付金額 3,916,000 3,916,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

　日出生台演習場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設：農免市代
線）

　玖珠町

　大分県玖珠郡玖珠町大字戸畑

　農免市代線を利用する農家の方より、道路法面の浸食による土砂の流出
を改善して欲しいとの要望があり、当町において検討したところ、通行の
安全面や道路の維持管理に影響があることから早急な対応が必要であると
判断し、実施したものである。道路法面の整備を行うことで通行の安全、
安定化を図り、農林業の振興を図る。
調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基盤の整備
を図るとともに、日出生台演習場の安定的使用に寄与させるものである。

実施設計　一式
法面整備工事　延長L=70m

　平成24年度

　法面整備工事が完了したことで、地域住民から「安全に通行できるよう
になった」との意見が寄せられ、周辺地域の農林業の振興に寄与すること
ができた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　無



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度 計

円 円 円 円 円 円

2,194,500 2,194,500

交付金額 2,194,000 2,194,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　平成２４年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　工事が完了していないことから、具体的な成果及び評価はできない
が、設計の内容に対して地元の理解が円滑に図れた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　無

　実施設計　一式

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連公共用施設（環境衛生施設：玖珠町ＥＣＯ
ライフセンター）整備事業

　玖珠町

　大分県玖珠郡玖珠町大字帆足

　環境保全や地球温暖化対策を推進するため、住民によるごみ減量化・
リサイクルの取組みを行うための拠点施設を整備する。当該実施設計を
基に、調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の環境啓
発活動の推進を図るとともに、日出生台演習場の安定的使用に寄与させ
るものである。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度 計

円 円 円 円 円 円

17,850,000 17,850,000

交付金額 17,850,000 17,850,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　まちなか循環バスは、日常生活を支える持続可能な公共交通の実現に
向けて、住民、運行事業者の意見を踏まえて策定した「玖珠町地域公共
交通総合連携計画」に基づき、町の中心部における施設間移動の利便性
の向上を目的として、医療機関や商業施設、金融機関を循環するバスで
ある。
　交付金により事業を実施することにより、地域住民の公共交通が充実
し、地域住民の利便性の向上及び高齢者の外出支援等の住民福祉の向上
につながり、日出生台演習場の安定的使用に寄与させるものである。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連公共用施設（交通施設：まちなか循環バス）整備事
業

玖珠町

大分県玖珠郡玖珠町大字帆足268番地の5

　無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　まちなか循環バス購入　１台

　平成24年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　乗降口が低く、広い車両を購入したことで、利用者から「乗降しやす
く、利用しやすくなった」という声が寄せられおり、事業の目的とする
利便性の向上、住民福祉の向上に寄与できた。

　今後とも乗車状況や利用者ニーズを調査しながら事業を実施。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度 計

円 円 円 円 円 円

3,348,205 3,348,205

交付金額 3,348,000 3,348,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　ふれあい福祉バス購入　１台

　平成24年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　ワゴン車を購入したことで、バス車両では車両が大きいために運行で
きなかった集落内の運行が可能となり、「バス停までの距離が近く、利
用しやすくなった」との意見が寄せられている。遠隔地住民の移動手段
の確保、高齢者の外出支援による福祉の向上に寄与できた。

　今後とも地域住民の意見を聞き、ニーズに応じた事業を実施。

　路線バス路線や鉄道路線等の公共交通のない地域（交通空白地域）に
町が自家用有償旅客運送の許可を得て、ふれあい福祉バスを運行してい
る。
　交付金により事業を実施することにより、公共輸送に恵まれない遠隔
地住民の移動手段を確保するとともに、そこに居住する高齢者に対する
外出支援を行うことで福祉の向上につながり、日出生台演習場の安定的
使用に寄与させるものである。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連公共用施設（社会福祉施設：ふれあい福祉バス）整
備事業

玖珠町

大分県玖珠郡玖珠町大字帆足268番地の5



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２４年度 計

円 円 円 円 円 円

6,904,800 6,904,800

交付金額 6,904,000 6,904,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

日出生台演習場関連公共用施設（通信施設：防災行政無線操作卓）
整備事業

玖珠町

玖珠町大字帆足

　当町の防災行政無線操作卓は設置後１４年が経過し、操作パネルが製造中
止となり、故障した場合に修理が出来ない虞があったことから、町内の安全
安心な生活環境を保持するため、防災行政無線操作卓改修を実施したもので
ある。交付金により事業を実施することにより、通信施設の整備を図るとと
もに、日出生台演習場の安定的使用に寄与させるものである。

防災行政無線　操作卓改修　　一式

　平成24年度

　防災行政無線の操作卓改修を実施したことにより、防災行政無線の安定運
用が確保されるばかりでなく、Ｊアラートとの連絡体制が確保され、住民の
安全安心の向上に寄与することができた。

　定期的な保守点検を実施するとともに、防災情報訓練を実施し、住民の安
全安心対策を図る。

　無



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２２年度 ２３年度 ２４年度
２５年度

予定
２６年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

7,648,000 107,818,400 10,260,000 10,600,000 11,379,000 147,705,400

交付金額 7,272,000 107,761,000 10,260,000 10,600,000 11,379,000 147,272,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

　日出生台演習場関連公共用施設 (交通施設：浦河内線）整備事業

　玖珠町

　大分県玖珠郡玖珠町大字戸畑

　町道浦河内線は当初の舗装打設より約40年近い年月を経てアスファル
ト舗装の劣化が著しく、補修を幾度と重ねた路面は車輌通行に支障を来
している状況であったことから、町において工事時期について検討した
ところ、早急に改良工事が必要であると判断し、改良工事を実施したも
のである。
調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基盤の整
備を図るとともに、日出生台演習場の安定的使用に寄与させるものであ
る。

実施設計　延長Ｌ＝1116.0ｍ、幅員Ｗ＝5.0ｍ（平成２２年度）
改良工事　延長Ｌ＝ 671.2ｍ、幅員Ｗ＝5.0ｍ（平成２３年度）
改良工事　延長Ｌ＝ 100.3ｍ、幅員Ｗ＝5.0ｍ（平成２４年度）
改良工事　延長Ｌ＝ 344.5ｍ、幅員Ｗ＝5.0ｍ（平成２５～２６年度）

　平成22年度から平成26年度

　全区間の工事は未完了であるが、一部区間において、道路改良された
ことから、地域住民より「以前より通行が容易になった」との意見が寄
せられた。従って、これら交通施設の一部が改善されたことで、地域住
民の生活環境の改善に一定の寄与することができた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

23年度 24年度 計

円 円 円 円 円 円

53,279,170 14,404,950 67,684,120

交付金額 53,279,000 14,000,000 67,279,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

用地買収　　Ａ＝１，０８７．３３㎡（平成２３年度）
駐車場整備　Ａ＝１，０８７．３３㎡（平成２４年度）

平成２３年度　～　平成２４年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

自治会館駐車場を整備したことにより、利用者の利便性が向上し、施設の
利用拡大と地域交流の増進を図ることが出来た。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

本事業は、地域コミュニティの拠点である玖珠自治会館の利用者等から、
利用者が増えて駐車場が不足しているため、駐車スペース拡充するように
要望があったことから、平成２３年度より事業を実施したものである。
調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の交流を図るとと
もに、日出生台演習場の安定的使用に寄与させるものである。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連公共用施設（教育文化施設：玖珠自治会館）
整備事業

玖珠町

大分県玖珠郡玖珠町大字塚脇２７０番１、２７３番、２７３番２



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名 玖珠町

実 施 場 所 玖珠町大字塚脇

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期 平成24年度から平成25年度

24年度
25年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

3,582,000 34,156,000 37,738,000

交付金額 3,582,000 34,156,000 37,738,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

日出生台演習場関連公共用施設
(スポーツ又はレクリエーションに関する施設:塚脇街区公園)整備事業

　当該地区は街区公園として整備されている公園が無く、地区住民より
公園整備の要望書が提出されている。地域住民の休養の場を供する事に
より地域の活性化と福祉の増進を図るため整備を行う。次年度以降、当
該実施設計を基に、調整交付金事業で工事を実施することにより、地域
住民の生活基盤の整備を図るとともに、日出生台演習場の安定的使用に
寄与させるものである。

実施設計　一式(平成24年度)
整備工事　0.25ha(平成25年度)

本年度は実施設計のため工事は完了しておらず、具体的な評価は出来な
いが、設計内容に対しては、概ね地元住民の理解が得られた。

平成25年度に工事を予定しており引き続き地元住民と協議を行い事業を
行う。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名 玖珠町

実 施 場 所 大分県玖珠郡玖珠町大字日出生

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期 平成23年度から平成28年度

23年度 24年度
25年度予

定
26年度予

定
27年度予

定
28年度予

定
計

円 円 円 円 円 円 円

16,096,000 6,995,000 20,000,000 30,000,000 30,000,000 30,000,000 133,091,000

交付金額 16,096,000 6,995,000 20,000,000 30,000,000 30,000,000 30,000,000 133,091,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

日出生台演習場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設：小野原水路）整備事業

 小野原水路利用の地域住民より、現在、小野原水路が土水路で未整備である
ことから、安定した用排水機能が見込めないこと。又、降雨時に法面が崩壊す
るため、管理面が容易でないことから、農作業にも影響するとして、工事の要
望があり、当町において工事時期を検討したところ、早急に水路整備を実施す
る必要があると判断し、23年度から測量設計を実施したものである。
　次年度以降、用地測量を基に、調整交付金事業を実施することにより、地域
住民の生活基盤の整備を図るとともに、日出生台演習場の安定的使用に寄与さ
せるものである。

実施設計　一式　（平成２３年度）
用地測量　一式　（平成２４年度）
水路改修工事　Ｌ＝１１６０ｍ（２５年度以降）

工事が完了していないことから、具体的な成果及び評価はできないが、用地測
量に対しても地元の理解が円滑に図れた。


